
通
俗
天
文
講
話
（
第
四
講
）

天
空
の
遣
遙
遊
者

（
二
）
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五

　
遊
星
の
運
動
　
前
回
に
於
て
、
遊
星
の
蓮
動
の
有
様
を
物
語
つ
た

が
、
今
一
括
し
て
言
ふ
な
ら
ば
、
す
べ
て
遊
星
の
恒
星
に
封
ず
る
蓮
動

は
，
大
局
か
ら
見
て
，
黄
道
の
極
く
近
く
を
（
或
る
場
合
は
黄
道
の
北

側
を
通
る
事
も
あ
り
．
又
図
る
場
合
に
は
黄
道
の
南
側
を
通
る
事
も
あ

る
が
）
太
陽
や
月
～
こ
同
襟
に
、
西
か
ら
東
へ
蓮
行
ず
る
。
然
し
太
陽
や

月
の
場
合
の
様
に
簡
箪
で
は
な
く
て
、
時
に
，
一
灘
に
立
留
る
事
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

り
，
叉
東
か
ら
西
に
後
戻
り
す
る
事
、
郎
ち
蓮
行
ず
る
事
も
あ
る
Q
か

く
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
つ
エ
も
、
結
局
は
恒
星
の
間
を
縫
ふ
て
、
天
球

上
の
大
圓
に
滑
ふ
て
、
西
か
ら
東
へ
H
巡
す
る
の
で
、
其
の
一
．
巡
り
の

時
間
は
，
木
星
の
承
合
は
約
十
二
年
、
土
星
の
場
合
に
は
約
三
＋
年
近

く
で
あ
る
事
が
制
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。

　
五
つ
の
遊
星
の
う
ち
、
水
星
ご
金
星
の
揚
合
は
、
火
星
、
木
星
、
土

星
の
場
合
S
稻
や
趣
を
異
に
す
る
。
こ
の
二
つ
の
遊
星
は
、
常
に
太

陽
の
近
所
を
排
書
し
、
最
も
太
陽
か
ら
、
離
れ
る
時
で
も
、
水
星
に
就
い

て
言
へ
ば
、
約
二
十
五
度
、
金
星
に
就
て
言
へ
ば
、
約
四
十
二
度
位
に

し
か
蓬
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
，
太
陽
を
中
心
ミ
し
て
、
丁
度
，
時

助
駿
授
理
學
士
荒
木
俊
馬

計
の
振
子
の
様
な
蓮
動
を
東
西
の
方
向
に
な
す
の
で
あ
る
。
勿
論
、
太

陽
自
身
が
西
か
ら
東
へ
天
球
上
を
一
巡
す
る
爲
め
に
，
太
陽
に
つ
れ
ら

れ
て
、
水
星
金
星
も
叉
一
巡
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
蓮
行
は
つ
ま
り

太
陽
の
お
供
を
す
る
様
な
も
の
で
。
火
星
．
木
星
、
土
星
の
撲
に
太
陽

ε
凋
立
し
て
、
天
球
上
を
造
卜
す
る
の
一
こ
繍
趣
を
異
に
す
る
。
金
星
が

太
陽
の
西
側
に
來
た
時
に
は
そ
れ
は
，
曉
の
東
天
に
見
え
る
わ
け
で
、

『
曉
の
明
星
』
ミ
な
り
，
太
陽
の
東
側
に
來
た
時
に
は
夕
べ
の
王
室
に
見

え
る
理
屈
で
脚
ち
『
宵
の
明
星
』
ざ
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
六

　
す
べ
て
、
自
然
科
學
は
、
二
通
り
の
部
門
か
ら
成
立
す
る
噛
こ
考
へ
て

差
支
へ
な
か
ら
う
「
こ
思
ふ
。
師
ち
、
一
つ
は
『
如
何
や
う
に
』
ミ
冨
ふ
質

問
に
答
へ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
自
然
界
の
現
象
は
、
實
際
、
如
何
様

に
起
う
か
、
叉
其
れ
等
現
象
間
の
關
係
は
如
何
に
な
っ
て
居
る
か
。
こ

れ
先
づ
、
人
々
が
知
り
た
が
る
問
題
で
自
然
科
學
が
、
成
立
す
る
爲
め

の
第
｝
の
部
門
な
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
入
間
は
輩
に
そ
れ
だ
け
に

解
決
を
與
へ
ら
れ
た
攣
け
で
は
、
到
底
満
足
の
出
遜
る
も
の
で
は
な
い
。

二
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第
一
の
問
題
の
解
決
か
得
ら
る
れ
ば
，
直
ち
に
第
二
の
質
問
を
憂
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

が
る
。
帥
ち
『
然
ら
ば
何
故
に
然
る
か
』
ご
。
そ
う
し
て
。
こ
の
疑
問

に
下
す
る
解
答
は
實
に
自
然
科
學
の
第
二
の
部
門
が
目
的
「
こ
す
る
所
の

も
の
で
あ
る
。

　
天
室
の
造
石
遊
者
1
一
遊
星
が
、
實
際
、
星
々
の
間
を
如
何
様
に
動

い
て
行
く
か
。
そ
れ
は
先
づ
、
多
く
の
星
好
き
の
人
を
し
て
、
異
常
な

好
奇
な
眼
を
、
み
は
っ
て
、
天
室
を
に
ら
ま
し
め
る
欲
求
で
あ
っ
た
が

長
い
間
の
観
測
の
結
果
、
そ
の
宰
相
は
、
見
た
ま
、
に
，
如
何
な
る
性

質
の
も
の
で
あ
る
か
ゴ
、
ほ
“
制
っ
て
射
る
に
つ
れ
て
、
更
に
進
ん
で

然
ら
ば
何
に
故
に
、
か
、
る
蓮
行
を
す
る
か
を
確
め
す
に
は
置
か
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
勿
論
、
こ
の
『
何
故
』
ぐ
」
言
ふ
徴
求
は
、
吹
か
ら
次
に
ご
、
止
む
所
を
知

ら
す
嚢
展
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
熱
る
原
理
に
よ
っ
て
、
或
る
現
象
が

説
明
せ
ら
れ
た
に
し
て
も
，
更
に
そ
の
原
理
の
原
理
を
求
め
る
心
が
あ

る
の
で
あ
る
。
け
れ
，
こ
も
、
さ
こ
で
満
足
す
る
か
は
、
其
の
時
代
時
代
の

言
々
の
知
識
の
程
度
や
、
其
他
色
々
な
條
件
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
七

　
ト
レ
ミ
ー
系
統
　
紀
元
後
二
世
紀
，
埃
及
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ヤ

の
ト
レ
ミ
ー
（
津
。
一
．
曙
）
は
、
日
月
五
遊
星
の
蓮
行
を
説
明
す
る
爲
め

に
、
輔
つ
の
系
統
を
案
出
し
た
。
今
日
ト
レ
ミ
ー
系
続
ご
呼
ば
れ
る

も
の
で
，
こ
の
仕
組
に
よ
れ
ば
、
我
が
地
球
が
、
世
界
の
中
心
で
あ
っ

て
、
其
の
ま
わ
り
に
一
番
近
く
月
が
、
地
球
を
中
心
－
こ
す
る
圓
染
上
を

一
二

蓮
歯
し
，
夏
に
其
の
外
側
を
，
太
陽
が
同
じ
く
圓
周
蓮
動
を
な
す
、
そ

し
て
水
星
¶
こ
金
星
ε
は
、
常
に
太
陽
ミ
地
球
ミ
を
結
び
つ
け
る
直
線
上

に
中
心
を
有
す
る
，
そ
し
て
月
ε
太
陽
の
間
に
あ
る
小
圓
の
上
に
圓
蓮

動
を
な
し
な
が
ら
太
陽
の
蓮
行
に
つ
れ
て
地
球
を
中
心
，
こ
し
て
ま
わ
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
水
星
ミ
金
星
ミ
が
、
前
に
述
べ
た
襟
な
太
陽

か
ら
遠
く
離
れ
去
る
事
が
出
來
す
常
に
太
陽
を
中
心
¶
こ
し
て
、
そ
の
近

所
を
排
循
す
る
事
實
を
説
明
し
た
。

　
次
に
、
火
星
、
木
星
、
土
星
は
太
陽
の
外
側
に
あ
．
る
地
球
を
中
心
く
」

す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圓
周
上
を
蓮
行
ず
る
一
鮎
を
中
心
ご
す
る
小
弓
上

を
蓮
行
ず
る
ミ
考
へ
た
の
で
あ
る
。
水
星
や
、
金
星
噛
こ
そ
の
蓮
行
が
複

圓
運
動
を
す
る
ミ
言
ふ
鮎
は
同
じ
で
あ
る
が
、
然
し
各
小
圓
の
中
心
が

勝
手
に
各
々
自
分
特
有
の
速
さ
て
動
く
ミ
言
ふ
鮎
が
異
な
る
。

　
ト
レ
ミ
ー
系
に
於
け
る
遊
星
及
日
月
の
蓮
動
は
第
＋
八
圏
に
於
て
示

す
通
り
で
あ
る
。

　
ト
レ
ミ
ー
の
考
へ
は
、
其
の
時
代
の
要
求
に
，
立
派
に
答
へ
る
事
の

出
陳
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
非
常
に
奇
怪
な
、
事
實

に
合
は
ぬ
読
明
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
其
の
當
時
で
は
入

々
に
立
派
な
満
足
を
與
え
た
の
で
あ
る
。

　
其
後
、
三
世
紀
、
四
世
紀
以
後
は
次
第
に
確
立
せ
ら
れ
た
羅
馬
法
王

騰
の
凋
裁
政
治
が
，
隊
士
巴
全
土
を
風
靡
し
．
所
謂
中
世
の
嗜
黒
時
代

一
こ
な
り
、
科
學
の
登
展
は
全
く
中
絶
し
た
の
で
あ
る
。
或
は
却
っ
て
退

歩
し
た
、
こ
言
ふ
方
が
適
切
で
あ
る
。
約
一
千
年
の
長
い
間
，
ト
レ
ミ
ー
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の
宇
宙
構
造
論
は
絶
封
に
信
仰
す
べ
き
ド
グ
マ
ε
し
て
動
か
す
可
か
ら

ざ
る
公
理
の
や
う
な
の
も
で
あ
っ
た
が
、
眞
理
を
求
め
て
や
ま
ぬ
心
は
。

木
珍

r
x

止
催

顔　　星
／

人
類
に
恵
ま
れ
た
最
も
大
き
な
叉
強
い
も
の
・
一
つ
で
あ
っ
た
。
永
い

間
、
そ
れ
が
歴
せ
ら
れ
て
居
れ
ば
居
る
程
、
愈
々
強
く
は
ね
か
え
る
も

の
で
あ
る
。
全
身
火
に
焼
け
て
そ
の
灰
の
中
か
ら
、
更
に
響
く
新
ら
し

く
甦
え
っ
て
來
る
ε
言
ふ
、
フ
ェ
ー
ニ
ッ
ク
ス
ミ
云
ふ
魔
鳥
の
襟
に
、

　
　
　
　
學
藝
複
興
（
国
①
口
欝
一
ω
ω
薗
口
O
①
）
の
火
の
手
が
、
南
歓
、
ヴ
エ
ス
ビ

　
　
　
　
オ
火
山
の
炎
焔
ε
共
に
、
ダ
ン
テ
、
ア
ル
ギ
エ
リ
繭
派
に
よ

　
　
　
　
っ
て
揚
げ
ら
れ
て
以
來
、
天
文
人
界
に
於
て
も
、
新
ら
し
い

　
　
　
　
自
由
探
究
が
、
熱
烈
に
甦
か
え
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
第
　
　
　
地
動
読
　
千
五
百
三
十
年
、
波
蘭
土
の
僧
侶
天
文
墨
者

　
　
　
　
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
（
O
o
℃
Φ
同
口
8
塁
）
は
U
o
男
。
＜
o
ご
鈴
一
〇
紘
び
富
O
『
び
ビ
旨

　
　
　
　
o
。
Φ
同
象
肖
§
ε
言
ふ
論
文
を
草
し
て
、
近
世
天
文
學
の
一
新

　
十

　
　
　
　
紀
元
を
劃
し
た
。
即
ち
地
動
読
で
あ
る
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の

　
　
　
　
地
動
説
、
は
、
三
者
諸
君
の
御
存
知
の
通
り
、
約
千
四
百
年
の

　
入

　
　
　
　
久
し
き
，
間
確
固
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
信
條
ε
な
っ
て
居
た

　
　
　
　
地
球
（
宇
宙
の
中
心
）
を
太
陽
の
周
回
を
巡
る
一
遊
星
に
左
遷

　
圖
　
　
し
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
劃
世
的
な
大
嚢
見
は
、
實
際
歓
羅

　
　
　
　
巴
の
天
文
學
界
に
一
大
革
新
を
齎
し
た
。
近
世
物
理
の
鼻
租

　
　
　
　
噌
こ
仰
が
れ
近
世
天
工
物
理
學
の
開
組
ε
唱
へ
ら
れ
る
伊
太

　
　
　
　
利
亜
の
積
工
ガ
リ
レ
オ
、
ガ
リ
ラ
イ
（
9
岳
．
。
Ω
色
3
は
コ

　
　
　
　
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
読
を
嚢
展
せ
し
め
、
當
時
、
彼
の
ピ
サ

大
塵
に
於
け
る
宇
宙
論
の
講
義
は
、
實
に
、
幽
界
の
各
地
方
の
青
年
天

文
學
者
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
其
の
名
言
赫
々
ミ
し
て
欺
洲
全
土

二
昌
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を
風
廉
す
る
や
、
地
球
中
心
主
義
、
人
間
本
位
主
義
の
羅
馬
加
味
力
の

教
義
の
礎
を
ゆ
る
が
し
、
爲
め
に
羅
馬
法
王
の
忌
畏
に
暴
れ
、
遽
に
宗

教
裁
制
に
引
き
出
さ
れ
。
彼
の
論
の
取
消
を
宜
告
さ
れ
た
。
読
を
取
り

滑
さ
ゴ
れ
ば
、
彼
は
火
を
も
つ
て
焚
き
殺
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
ガ
リ
レ
オ
が
法
王
の
前
に
於
て
な
せ
る
、
取
消
の
文
句
は
今

日
最
も
有
名
な
皮
肉
ぐ
“
さ
れ
て
居
る
。
曰
く
。

　
目
日
舞
夢
①
巽
昌
。
。
ぎ
巳
傷
げ
。
餌
け
臼
Φ
0
8
鐸
Φ
o
団
夢
①
ぞ
。
臨
畠
餌
昌
自
話
冨
口
く
Φ
好

　
一
目
日
。
〈
聾
♂
尻
昌
9
。
び
鍔
乙
碧
餌
詩
『
o
腰
。
℃
8
凶
ゴ
8
ぎ
℃
び
帥
♂
ω
o
℃
げ
団
き
島

　
”
o
ε
邑
団
冨
誘
牙
蝕
び
8
四
蕊
Φ
　
津
醒
　
突
箕
Φ
。
。
m
ぎ
　
8
三
目
p
曙
　
陣
。
　
爵
Φ
　
國
。
落

　
ω
o
ユ
冥
霞
の
．

　
　
　
　
　
　
　
九

　
チ
ヒ
ヨ
琶
ケ
プ
レ
ル
地
動
説
に
謝
す
る
羅
馬
法
王
の
反
封

は
、
今
日
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
然
し
，
立
派
な
観
測
的
な
立
場

か
ら
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
読
を
信
じ
飛
ね
た
。
天
文
墨
者
も
あ
っ

た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
貴
族
チ
ヒ
ヨ
ウ
、
ブ
ラ
ー
へ
（
身
魯
。
切
．
聾
．
目
鴇
曾

ま
。
圃
）
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
去
る
海
上
藪
里
、
ヴ
エ
ン
島
に
國
王

の
補
助
を
得
て
、
私
立
天
文
皇
を
建
設
し
た
。
有
名
な
ウ
ラ
ニ
ボ
ル

グ
（
¢
毒
ぎ
茜
）
天
文
毫
で
あ
る
。
千
五
百
七
十
六
年
以
後
。
彼
は
、
こ

の
浮
世
離
れ
九
孤
島
の
天
文
憂
で
熱
心
な
観
測
三
昧
に
耽
っ
て
居
た
が

彼
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
に
封
ず
る
有
力
な
反
言
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
圭
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

し
て
正
確
な
星
の
位
置
を
測
定
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
『
若
し
地
球

が
，
太
陽
の
差
動
を
公
言
す
る
も
の
な
ら
ば
、
星
の
位
置
は
，
一
年
を

周
期
¶
こ
し
て
、
著
る
し
く
攣
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
』
然
る
に
彼
の
観
測
か

第十九圖

ら
は
、
何
等
か
く
の
如
き
愛
化
は
出
て
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
彼
が
地
動
詮
に
封
ず
る
反
封
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
反

封
の
理
由
は
、
實
論
難
時
の
星
辰
の
知
識
か
ら
言
へ
ば
尤
も
至
極
な
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
唯
不
幸
に
し
て
、
チ
ヒ
ヨ
の
時
代
に
は
恒
星
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の
位
置
が
、
吾
々
遊
星
系
の
距
離
に
比
し
て
、
程
ん
さ
無
限
に
等
し
い

位
遽
い
ミ
言
ふ
事
が
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
チ
ヒ
ヨ

は
第
十
九
圖
に
示
す
生
な
遊
星
系
を
考
へ
て
ト
レ
ミ
ー
系
を
修
正
し

た
。　

然
し
眞
理
は
畿
見
せ
ら
れ
す
に
埋
も
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
の
地
動
説
を
完
成
し
、
更
に
萬
有
引
力
の
畿
見
に
よ
っ
て
、
遊

星
の
運
動
の
理
論
の
大
成
に
導
い
た
所
の
も
の
は
、
實
に
、
地
動
読
の

有
力
な
反
封
者
チ
ヒ
ヨ
の
一
生
涯
の
貴
重
な
観
測
材
料
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
、
事
實
、
チ
ヒ
ヨ
は
地
動
論
に
反
蓋
し
な
が
ら
地
動
説
を
完
成
し

た
の
で
あ
る
。

　
チ
ヒ
ヨ
の
忠
實
な
助
手
ヨ
ハ
ン
、
ケ
プ
レ
ル
（
一
。
ず
ゆ
§
丙
①
臨
】
．
・

員
い
醤
∴
8
　
）
は
チ
ヒ
ヨ
の
死
後
、
其
の
槻
測
材
料
を
整
理
し
、
遊
星
の

丁
丁
に
關
す
る
観
測
を
比
較
計
算
し
た
結
果
、
遽
に
有
名
な
ケ
ブ
レ
ル

の
三
法
則
を
嚢
見
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
私
は
ク
プ
レ
ル
の
三
法
則
を
述
べ
る
前
に
、
順
序
－
こ
し
て
、
是
非
ミ

も
、
天
上
、
特
に
、
遊
星
の
距
離
の
測
定
に
就
て
蓮
べ
ね
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
に
關
し
て
は
営
て
、
山
崎
正
光
氏
が
書
か
れ
た

事
も
あ
り
（
天
界
第
三
巻
九
月
號
）
又
、
天
騰
の
距
離
を
如
何
に
し
て
測

る
か
は
、
そ
れ
丈
け
で
も
面
白
い
問
題
で
あ
っ
て
、
他
日
ま
、
こ
め
て
紹

介
す
る
一
一
も
あ
ら
う
輩
思
ふ
か
ら
今
一
に
は
略
す
る
事
に
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
講
終
）

附

録

表道志星遊

i長擁i 週　　期 傾　　斜 障心率

：水星 0β87 88日 7。　　0’ 0，206

金　星 0，723 225日 3　　24 0，007

地球 1，000 1年　　0 0　　　0 0．0168

火　星 1，524 1年　3220 1　　51 0，093

木　星 5，203 11　　3玉5 1　　19 0，048

土　星 9，555 29　167 2　　30 0，056

天王星 19，218 84　　7 0　　46 0，046

海王星 30，llO 164　　280 1　47 0，GO9

小遊星

（1）Ceres 2，767 1681日 10　　37 0，077

（2）Pa11as 2，770 1684日 34　　43 0239

（433）Eros 1，458 643 10　　50 0，223

（588）Achilles 5，244 4398 10　　18 0，152

一
五


